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自己
評価

評価

38 ・平成31年度計画の策定に当たり、前年度
の実績見込みを参考に可能な限り各項目
に適切な成果指標を設定する。

（成果指標）
・年度計画のうち「教育」「研究」「地域貢献」
に関する目標の全項目に成果指標を設定 〇

（成果指標の達成状況）
・年度計画の全項目に成果指標を設定した。

・2020年度計画の策定に当たり、前年度の
実績見込みを参考に可能な限り各項目に
適切な成果指標を設定する。

（成果指標）
・年度計画のうち「教育」「研究」「地域貢献」
に関する目標の全項目に成果指標を設定 〇

（成果指標の達成状況）
・年度計画の全項目に成果指標を設定した。

・2021年度計画の策定に当たり、前年度の
実績見込みを参考に可能な限り各項目に
適切な成果指標を設定する。

自己
評価

評価 評価 評価委員会の指摘・意見等

・2022年度計画の策定に当たり、前年度の
実績見込みを参考に可能な限り各項目に
適切な成果指標を設定する。

（成果指標）
・年度計画のうち「教育」「研究」「地域貢献」
に関する目標の全項目に成果指標を設定

（成果指標の達成状況）

20年度評価委員会からの指摘事項等に対する対応

Ⅲ

（成果指標）
・年度計画のうち「教育」「研究」「地域貢献」
に関する目標の全項目に成果指標を設定

〇
（成果指標の達成状況）
・年度計画の全項目に成果指標を設定した。

[‛21]
R3

38

（
　
）

Ｄ（実施状況：Do）
Ｃ（検証・課題：Ｃｈｅｃｋ）
Ａ（今後の取組：Ａｃｔｉｏｎ)

20年度の実績に関する評価委員会からの指摘事項等

両学部ともにアンケート回収率の改善のための取
組を引き続き実施することが期待される。

【中期計画の進捗状況に係る特記事項】

評価委員会の指摘・意見等

[‛20]
R2

38

Ⅲ

・2021年度計画の策定に当たって、各項目の適切な成果指標を
学内委員会等による検討を経て部局長会議において協議を行っ
た。各項目の適切な成果指標の設定は、前年度実績に関する札
幌市法人評価委員会からの意見・指摘事項等を参考とした。

Ⅲ

[‛19]
R1

38

Ⅲ

・「2020年度計画」の策定に当たって、各項目の適切な成果指標
を学内委員会等による検討を経て部局長会議において協議を
行った。各項目の適切な成果指標の設定は、前年度実績に関す
る札幌市法人評価委員会からの意見・指摘事項等を参考とした。

Ⅲ

「年度評価」及び「中間評価」に係る評価書の記載様式（イメージ）

第三期中期計画 実施結果・判断理由等

・年度計画において、直近の実績
を参考に可能な限り各項目に適
切な成果指標を設定する。

【指標】年度計画のうち「教育」「研
究」「地域貢献」に関する目標の
全項目に成果指標を設定

[‛18]

H30

38

Ⅲ

・「2019年度計画」の策定に当たって、学内委員会等による検討を
経て部局長会議において協議を行った。各項目の検討は、前年
度実績に関する札幌市法人評価委員会からの意見・指摘事項等
を参考として取り組んだ。

大学の自己評価（年度評価）及び進捗状況

指標の達成状況を記載

◎達成(100%以上)、○達成、×未達成(80%未満)

昨年度の評価委員会意見と対応状況

年度評価

評価委員会評価

（Ⅳ～Ⅰを記載）

過去３か年の

年度評価（結果）

大学の自己評価（中間評

中間評価

評価委員会評価

（Ⅳ～Ⅰを記載）

指摘や意見等を記載

※評価結果が大学の

自己評価と異なる場

合の理由は必須

中期計画を達成するため、特筆すべき取組や自己評価の理由

今後、中期計画終了までに見込まれる著しい変化及びその対応等

資料2-2
評価委員の皆様に記載いただく箇所

【中間評価】

指摘や意見等を記載

※評価結果が大学の

自己評価と異なる場

合の理由は必須


